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北緯39°45′40″ 東経140°47′58″ 標高1,637m (男女岳) 

(三角点・駒ケ岳)  
 

 

 

 

 
秋田駒ヶ岳全景 南東側上空から 2010 年 4 月 9 日 気象庁撮影 

 

�� 

玄武岩～安山岩の成層火山。山頂部北東側の北部カルデラ(1.2 ㎞×1.0 ㎞)と南西側の南部

カルデラ(3 ㎞×2 ㎞)が相接しており、カルデラ形成期の火砕流堆積物・降下火砕物が山麓や

火山東方に分布する。北部カルデラは男女岳(おなめだけ)(最高峰)などの火砕丘や溶岩にほ

とんど埋められており、カルデラ北縁から北西方に溶岩が流下している。男岳は北部・南部

両カルデラの接合部西縁上の峰。南部カルデラには女岳・小岳・南岳火砕丘があり、それら

からの溶岩流がカルデラ底を覆い、カルデラ南西縁から西方へ流下している。 

 20 世紀初頭までは北部カルデラ内の硫黄沈殿物から噴気の上昇が認められていた。また、

山麓には温泉が多くみられる。有史以降、水蒸気噴火しか知られていなかったが、1970～1971

年の噴火では、ストロンボリ式小爆発を反復して溶岩流を流出した。構成岩石の SiO2 量は

48.6～70.8 wt.% である。
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南部カルデラ（女岳） 

1997 年 10 月 23 日 千葉達朗撮影 

女岳 南西側から 

1997 年 10 月 23 日 千葉達朗撮影 

  

 

南部カルデラ（女岳） 南西側から 

2010 年 4 月 9 日 気象庁撮影 

北部カルデラ（男女岳） 西側から 

2006 年 11 月 2 日 気象庁撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 年 9 月 27 日の噴煙の状況 

熊ノ台（女岳山頂の南西約５km）に設置されている

監視カメラ（東北地方整備局）による 

 

女岳山頂北部、北斜面及び北東斜面の噴気地帯 

2011 年 6 月 16 日 気象庁撮影 

女岳山頂北部

噴気地熱地帯

女岳北斜面の

噴気地熱域 女岳北東斜面

の噴気地熱域

女岳南東火口

噴気地熱域 
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火口周辺図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 28-1 火口周辺図（2012 年 6 月現在）.  

女岳南東火口の地熱域  ※図中数値の単位：℃ 

2011年10月13日 気象庁撮影 

女岳北西斜面の噴気地熱域 北側から 

2010 年 10 月 18 日 気象庁撮影 

噴気温度 30℃ 噴気の高さ 1m

女岳山頂北部の

噴気地熱地帯 

女 岳 北 西 斜 面

の噴気地熱域 

女 岳 山 頂 付

近の地熱域 

女岳北斜面の

噴気地熱域 

女岳北東斜面の噴気地熱域

女岳南東火口の地熱域

女岳付近撮影位置

女岳山頂付近の地熱域 南東側から 

2010 年 10 月 18 日 気象庁撮影 

噴気温度 30℃ 噴気の高さ 1m
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地形図 

図 28-2 秋田駒ヶ岳の地形図. 

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(田沢湖,雫石)及び数値地図 50m メッシュ(標高) 
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約 11000～13000 年前に、山頂付近から規模の大きなプリニー式噴火(小岩井軽石)や火砕

流(生保内(おぼない)火砕流)の噴出、さらに水蒸気プリニー式噴火(柳沢軽石)が発生し、南

北 2 つのカルデラが形成された。その後、カルデラ内で後カルデラ活動が起こり、プリニー

式噴火やブルカノ式噴火によって大量の火砕物を噴出し、女岳や小岳などの火砕丘が形成さ

れた。カルデラ形成後の活動は約 10000～7000年前と、約 4000～1000年前に集中している (和

知・他, 1997) 。 

噴火年代 噴火場所 噴火様式 主な現象・マグマ噴出量 

10←→9.7ka10 片倉岳 11 水蒸気噴火→マ

グマ噴火 10,11 

Ak-8 噴火：火砕物降下・溶岩流。 

 

10←→8.2ka11 北部第 1 火砕丘
11 

マグマ噴火 11 火砕物降下。 

 

10←→8.2ka11 北部第 3 火砕丘
11 

マグマ噴火 11 火砕物降下。 

 

8.5←→8.2ka10 北部第 3 火砕丘

～男女岳付近 11 

マグマ噴火 10 Ak-7 噴火：火砕物降下。 

 

8.5→7.8ka 11 男女岳(女目

岳)11 

マグマ噴火 11 火砕物降下・溶岩流。おそらく複数回の噴火イベ

ントによる。 

8.1←→7.8ka10 北部第 2 火砕丘
11 

マグマ噴火 
10,11 

Ak-6 噴火：火砕物降下、溶岩流。 

 

3.5←→3.4ka10 北部第 2 馬蹄形

火口 11 

水蒸気噴火 10 Ak-5 噴火：火砕物降下。 

3.5←→3.4ka10 北部第 2 馬蹄形

火口 11 

水蒸気噴火 10 Ak-4 噴火：火砕物降下。 

 

3.5←→3.4ka11 北部第 4 火砕丘
11 

マグマ噴火 11 Ak-3.5 噴火：火砕物降下。 

 

2.5←→2.2ka10 南部カルデラ内
10,11 

マグマ噴火 
10,11 

Ak-3 噴火：火砕物降下→溶岩流。 

 

2.5←→1.9ka11 南部カルデラ内
11 

マグマ噴火 11 溶岩流。 

 

2.5←→1.9ka11 南岳 9,11 マグマ噴火 
9,11 

火砕物降下？ 

 

2.5←→1.9ka11 小岳 11 マグマ噴火 11 溶岩流。 

 

2.5←→1.9ka11 小岳 11 マグマ噴火 11 火砕物降下。 

 

2.2←→1.9ka10 小岳 11 マグマ噴火 
10,11 

Ak-2噴火：火砕物降下→溶岩流。 

 

2.2→1ka 11 女岳 9,11 マグマ噴火 
9,11 

溶岩流、火砕物降下。おそらく複数回の噴火イベ

ントによる。 

    

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住 , 2006-)を参考に、文献の追記を行った。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」は「1000

年前」を意味し、西暦 2000 年を 0 ka として示した。 

A←→B：A 年から B 年までの間のどこかで起こった噴火イベント 

A→B：A 年から B 年までの間、継続して起こった一連の噴火イベント 

 

����������(��������) 
年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲915 年以前 10 マグマ噴火 10 噴火場所は小岳 11 で火砕物降下 

マグマ噴出量は 0.01 km3DRE。(VEI3)10 

▲1890～91(明治

23～24)年 4,12 

水蒸気噴火 
4,12 

12 月～翌年 1 月。火砕物降下？鳴動、噴石。 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1932(昭和 7)年 
2,4,9 

水蒸気噴火 
1,2,4,9 

7 月 21～26 日。火砕物降下。噴火場所は女岳南西 1,2,4,9。 

新火口、新噴石丘生成。泥流、降灰。樹木の枯死。有害ガスの発生。

1933(昭和 8)年
13,14 

鳴動・噴気異

常等 13,14 

女岳白煙。国見温泉急騰。3 月下旬 13,14。 

1942(昭和 17)年
13 

地震群発 13 10 月 18～25 日 13。 

1962(昭和 37)年
13 

地震 13 12 月 10～14 日。北西山麓で地鳴りを伴う地震群発(最大震度 4 程度) 

13。 

▲1970～71(昭和

45～46)年 3,4,6,9 

中規模：マグ

マ噴火 3,5,6,9 

9 月 18 日～1 月 26 日。溶岩流、火砕物降下。噴火場所は女岳 3,5,6,9。

1970年8月末頃女岳山頂付近に噴気孔生成。9月15日更に新たな噴気孔

が出現し、9月18日より噴火。以後頻繁に爆発(ストロンボリ式噴火)。

溶岩流出。 

マグマ噴出量は0.014 DRE km3。(VEI2)3 

1972(昭和 47)年
13 

噴気 13 10 月。カルデラ壁および女岳で噴気活動活発化。噴気地帯新生・拡大
13。 

1975(昭和 50)年
13 

噴気 13 2 月。女岳の北側山腹で噴気活動活発 13。 

1976(昭和 51)年
13 

噴気 13 7 月。女岳山頂及びその付近で地中温度が 1 年前に比べてやや高温化。

噴気活動も多少活発 13。 

1988(昭和 63)年
15 

地震 15 南西山麓(生保内付近)で地震群発、最大 M3.9(盛岡震度 1)。6 月 19～

22 日 15。 

1989(平成元)年

11 月～1990(平成

2)年 4 月 15 

地震 15 南東山麓で地震群発 15 。 

2003(平成 15)年 地震 5、6 月。山頂部ならびに北西山腹で低周波地震を含む地震群発 15。 

2005(平成 17)年

頃～ 

熱 女岳で地熱活動活発化。地温上昇、噴気地拡大、熱消磁。 

2011(平成 23)年

3 月 

地震 東北地方太平洋沖地震（2011 年 3 月 11 日）以降、山頂付近から北側

約 5km 以内の範囲で地震活動が活発化。3 月 21 日 04 時 48 分 M2.6（震

度１）。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住 , 2006-)を参考に、文献の追記を行った。 
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10←→9.7ka10 片倉岳 11 水蒸気噴火→マ

グマ噴火 10,11 

Ak-8 噴火：火砕物降下・溶岩流。 

 

10←→8.2ka11 北部第 1 火砕丘
11 

マグマ噴火 11 火砕物降下。 

 

10←→8.2ka11 北部第 3 火砕丘
11 

マグマ噴火 11 火砕物降下。 

 

8.5←→8.2ka10 北部第 3 火砕丘

～男女岳付近 11 

マグマ噴火 10 Ak-7 噴火：火砕物降下。 

 

8.5→7.8ka 11 男女岳(女目

岳)11 

マグマ噴火 11 火砕物降下・溶岩流。おそらく複数回の噴火イベ

ントによる。 

8.1←→7.8ka10 北部第 2 火砕丘
11 

マグマ噴火 
10,11 

Ak-6 噴火：火砕物降下、溶岩流。 

 

3.5←→3.4ka10 北部第 2 馬蹄形

火口 11 

水蒸気噴火 10 Ak-5 噴火：火砕物降下。 

3.5←→3.4ka10 北部第 2 馬蹄形

火口 11 

水蒸気噴火 10 Ak-4 噴火：火砕物降下。 

 

3.5←→3.4ka11 北部第 4 火砕丘
11 

マグマ噴火 11 Ak-3.5 噴火：火砕物降下。 

 

2.5←→2.2ka10 南部カルデラ内
10,11 

マグマ噴火 
10,11 

Ak-3 噴火：火砕物降下→溶岩流。 

 

2.5←→1.9ka11 南部カルデラ内
11 

マグマ噴火 11 溶岩流。 

 

2.5←→1.9ka11 南岳 9,11 マグマ噴火 
9,11 

火砕物降下？ 

 

2.5←→1.9ka11 小岳 11 マグマ噴火 11 溶岩流。 

 

2.5←→1.9ka11 小岳 11 マグマ噴火 11 火砕物降下。 

 

2.2←→1.9ka10 小岳 11 マグマ噴火 
10,11 

Ak-2噴火：火砕物降下→溶岩流。 

 

2.2→1ka 11 女岳 9,11 マグマ噴火 
9,11 

溶岩流、火砕物降下。おそらく複数回の噴火イベ

ントによる。 

    

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住 , 2006-)を参考に、文献の追記を行った。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」は「1000

年前」を意味し、西暦 2000 年を 0 ka として示した。 

A←→B：A 年から B 年までの間のどこかで起こった噴火イベント 

A→B：A 年から B 年までの間、継続して起こった一連の噴火イベント 

 

����������(��������) 
年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲915 年以前 10 マグマ噴火 10 噴火場所は小岳 11 で火砕物降下 

マグマ噴出量は 0.01 km3DRE。(VEI3)10 

▲1890～91(明治

23～24)年 4,12 

水蒸気噴火 
4,12 

12 月～翌年 1 月。火砕物降下？鳴動、噴石。 

(28.秋田駒ヶ岳) 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1932(昭和 7)年 
2,4,9 

水蒸気噴火 
1,2,4,9 

7 月 21～26 日。火砕物降下。噴火場所は女岳南西 1,2,4,9。 

新火口、新噴石丘生成。泥流、降灰。樹木の枯死。有害ガスの発生。

1933(昭和 8)年
13,14 

鳴動・噴気異

常等 13,14 

女岳白煙。国見温泉急騰。3 月下旬 13,14。 

1942(昭和 17)年
13 

地震群発 13 10 月 18～25 日 13。 

1962(昭和 37)年
13 

地震 13 12 月 10～14 日。北西山麓で地鳴りを伴う地震群発(最大震度 4 程度) 

13。 

▲1970～71(昭和

45～46)年 3,4,6,9 

中規模：マグ

マ噴火 3,5,6,9 

9 月 18 日～1 月 26 日。溶岩流、火砕物降下。噴火場所は女岳 3,5,6,9。

1970年8月末頃女岳山頂付近に噴気孔生成。9月15日更に新たな噴気孔

が出現し、9月18日より噴火。以後頻繁に爆発(ストロンボリ式噴火)。

溶岩流出。 

マグマ噴出量は0.014 DRE km3。(VEI2)3 

1972(昭和 47)年
13 

噴気 13 10 月。カルデラ壁および女岳で噴気活動活発化。噴気地帯新生・拡大
13。 

1975(昭和 50)年
13 

噴気 13 2 月。女岳の北側山腹で噴気活動活発 13。 

1976(昭和 51)年
13 

噴気 13 7 月。女岳山頂及びその付近で地中温度が 1 年前に比べてやや高温化。

噴気活動も多少活発 13。 

1988(昭和 63)年
15 

地震 15 南西山麓(生保内付近)で地震群発、最大 M3.9(盛岡震度 1)。6 月 19～

22 日 15。 

1989(平成元)年

11 月～1990(平成

2)年 4 月 15 

地震 15 南東山麓で地震群発 15 。 

2003(平成 15)年 地震 5、6 月。山頂部ならびに北西山腹で低周波地震を含む地震群発 15。 

2005(平成 17)年

頃～ 

熱 女岳で地熱活動活発化。地温上昇、噴気地拡大、熱消磁。 

2011(平成 23)年

3 月 

地震 東北地方太平洋沖地震（2011 年 3 月 11 日）以降、山頂付近から北側

約 5km 以内の範囲で地震活動が活発化。3 月 21 日 04 時 48 分 M2.6（震

度１）。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住 , 2006-)を参考に、文献の追記を行った。 
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噴火年代－累積噴出量 

 
図 28-3 噴火年代－累積噴出量（和知・他，1997）. 

 

AK-1～AK-13 はそれぞれの噴火の火山灰層を示す. 

約 7000 年より前は, プリニー式噴火やブルカノ式噴火などの大規模噴火が多く， それ以

降はブルカノ式や水蒸気噴火などの噴火様式に移行して， 噴火規模も小さくなる傾向があ

る. 

(28.秋田駒ヶ岳) 

 8

��火山�� 

�1932 年噴火 

1932 年 7 月 21 日から 24 日の間に南カルデラの火口原（通称石ポラ）で水蒸気噴火があっ

た。爆裂口は 11 個、女岳の南西麓で外輪山と平行して北東方向に延長 600m ほど一直線に並

ぶ。泥流、降灰、樹木の枯死、有毒ガスの発生等を生じた。噴火は、その後、断続的に 1 週

間か 10 日間程度継続した模様（田中, 1971a, b,; 気象庁 1972）。 

 

 
 

図 28-4 1932 年噴火口と火山灰の分布図 (大塚, 1932). 
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・1970-71 年噴火 

1970 年 8 月 29 日に女岳旧火口縁で登山者が噴気を発見、9 月 15 日に新たな噴気孔・亀裂

が発生し、9 月 18 日に噴火を開始した。以後、頻繁に爆発（ストロンボリ式噴火）を 1971

年 1 月 26 日まで続けた。噴火に先行する地震活動は観測されていない。噴火期間中の地震は

ほとんどが爆発地震であった。爆発回数は 10 月 16 日の秋田県南東部の地震(M6.2)の後急減

し、地震による広域応力場の変化の影響が考えられている。溶岩流出を伴い長さ約 500m、最

大幅約 300m の溶岩流が形成された。噴出物総量 1.4×106ｍ2。 

 

図 28-5 1970 年噴火前の噴火口及び噴気孔の位置 (田中, 1971a). 

      黒円は噴火口の位置, ハッチをかけた領域は噴気地帯を示す. 

 
図 28-6 1970 年噴火前の地温分布 (田中, 1971a). 

黒円は 10cm の地温測定ポイント (1970 年 9 月 3 日測定), 

括弧中の数値は 9 月 6 日に測定された値を示す. 

(28.秋田駒ヶ岳) 

 10

 
図 28-7 1970 年噴火後の地形 (小坂・平林, 1971). 

太線は火山弾の到達範囲を示す.火口より 450～500m の範囲に及んでいる． 

 

 

図 28-8 1970 年噴火に伴う溶岩流の変化 (小坂・平林, 1971). 
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図 28-7 1970 年噴火後の地形 (小坂・平林, 1971). 

太線は火山弾の到達範囲を示す.火口より 450～500m の範囲に及んでいる． 

 

 

図 28-8 1970 年噴火に伴う溶岩流の変化 (小坂・平林, 1971). 
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図 28-9 1970 年の噴火時の写真. 男岳より, 1970 年 10 月 24 日, 狐崎長琅・後藤典俊撮影. 

 

 

 

 

��の噴火���������  
 1970 年のマグマ噴火においては、噴火開始の約 3 週間前から噴気活動の出現、活発化がみ

られた。 

 

 

(28.秋田駒ヶ岳) 

 12

0

50

100

150

200

250

2010年 2011年 2012年

ｍ

高

さ

2010年４月１日より観測開始

0

20

40

60

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

秒

凡例 振り切れ １μm/s未満１μm/s５μm/s2003年６月９日より観測開始
継

続

時

間

�年の�山活動 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 28-10 日最大噴気の高さ (2010 年 4 月～2012 年 6 月 30 日). 

熊ノ台 (女岳山頂の南西約 5km) 及び仙岩峠 (女岳山頂の南約 5km) 設置の

監視カメラ (東北地方整備局)による. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28-12 微動の継続時間と上下動最大振幅 (2003 年 6 月～2012 年 6 月 30 日). 

東北大学秋田駒ヶ岳観測点のデータを使用. 

 

図 28-11 気象庁が観測を開始した 2003 年 6 月 9 日以降の日別地震回数(2003 年 6 月～2012 年 6 月 30 日). 

    2003 年 5 月に山頂部で, 6 月に北西山腹でまとまった活動があった(東北大学, 2004). 
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図 28-13 広域地震観測網による浅部の地震活動(青)及び深部低周波地震活動(赤) 

(1997 年 10 月～2012 年 6 月 30 日). 
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図 28-14 秋田駒ヶ岳付近の地震活動 （2003 年 8 月～2012 年 6 月）. 
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図 28-13 広域地震観測網による浅部の地震活動(青)及び深部低周波地震活動(赤) 

(1997 年 10 月～2012 年 6 月 30 日). 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 28-14 秋田駒ヶ岳付近の地震活動 （2003 年 8 月～2012 年 6 月）. 

震央分布図上で黒の点円で囲まれた範囲は，2003 年 5～6 月の活動範囲を示す（東北大学の観測による）.
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図 28-15 航空機による秋田駒ヶ岳熱映像観測結果 (2011 年 9 月 26 日夜間実施) (気象庁, 2011). 

赤枠は図 28-16 の範囲. 

国土地理院発行の数値地図 50000 (地図画像) (田沢湖／雫石) を使用したものである. 

 
図 28-16 航空機による女岳周辺の熱映像観測結果 (2011 年 9 月 26 日夜間実施) (気象庁, 2011). 

女岳では, 2005 年頃から地熱活動の活発化が認められている. 2009 年には北東斜面で新た

な噴気地熱活動が認められ,2012 年にかけて拡大している. これ以外にも南東火口, 北斜面

及び山頂付近で新たな地熱域が確認されている. 
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①火山防災協議会 

火山防災協議会の名称 設置 最近の主な活動の内容

岩手山の火山活動に関する
検討会

1998.10.6
・岩手県内の火山の火山活動の状況を把握し、専門的な立場から岩手県に助言

左に上げた以外の構成機関

■関係機関
（国）湯沢河川国道事務所、秋田駒ケ岳山系砂防出張所、東北地方測量部、
　仙台管区気象台火山監視・情報センター
（警察・消防）岩手県警察本部
（県）盛岡広域振興局経営企画部

関係都道府県

火山防災協議会のコアグループに相当する機関 （※◎は事務局）

■県（防災部局）
　岩手県総務部総合防災室◎、秋田県総合防災課
■市町村
　八幡平市、雫石町、滝沢村、盛岡市、一関市（消防本部）
■気象台
　盛岡地方気象台、秋田地方気象台
■砂防部局
（国）岩手河川国道事務所
■火山専門家等
　岩手大学、東北大学、東京工業大学、防災科学技術研究所

岩手県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

 

②火山ハザードマップ等 

秋田駒ヶ岳火山防災マップ(全体版)2003(平成15)年2月 国土交通省湯沢河川国道事務所、

国土交通省岩手河川国道事務所、秋田県、岩手県、仙北市、雫石町発行 秋田駒ヶ岳火山防災

対策検討委員会監修 

雫石町総合防災マップ2010(平成22)年 雫石町発行 

出典の名称：秋田駒ヶ岳火山防災マップ 

作成年  ：平成 15 年 2 月作成 

作成機関名：秋田駒ヶ岳火山防災対策検討委員会（湯沢河川国道事務所、岩手河川国道事

務所、秋田県、岩手県、仙北市、雫石町） 

掲載されているページの URL： 

岩手県 

http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=922&of=1&ik=3&pnp=17&pnp=67&pnp=882&pnp=9

22&cd=2525 

国土交通省湯沢河川国道事務所 

http://www.thr.mlit.go.jp/yuzawa/01_kawa/kikikanri/akikoma/map.html 
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図 28-15 航空機による秋田駒ヶ岳熱映像観測結果 (2011 年 9 月 26 日夜間実施) (気象庁, 2011). 

赤枠は図 28-16 の範囲. 

国土地理院発行の数値地図 50000 (地図画像) (田沢湖／雫石) を使用したものである. 

 
図 28-16 航空機による女岳周辺の熱映像観測結果 (2011 年 9 月 26 日夜間実施) (気象庁, 2011). 

女岳では, 2005 年頃から地熱活動の活発化が認められている. 2009 年には北東斜面で新た

な噴気地熱活動が認められ,2012 年にかけて拡大している. これ以外にも南東火口, 北斜面

及び山頂付近で新たな地熱域が確認されている. 
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対策検討委員会監修 

雫石町総合防災マップ2010(平成22)年 雫石町発行 

出典の名称：秋田駒ヶ岳火山防災マップ 

作成年  ：平成 15 年 2 月作成 

作成機関名：秋田駒ヶ岳火山防災対策検討委員会（湯沢河川国道事務所、岩手河川国道事

務所、秋田県、岩手県、仙北市、雫石町） 

掲載されているページの URL： 

岩手県 

http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=922&of=1&ik=3&pnp=17&pnp=67&pnp=882&pnp=9

22&cd=2525 

国土交通省湯沢河川国道事務所 

http://www.thr.mlit.go.jp/yuzawa/01_kawa/kikikanri/akikoma/map.html 
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③噴火警戒レベル表（2009（平成 21）年 10 月 27 日運用開始） 
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③噴火警戒レベル（2009（平成 21）年 10 月 27 日運用開始） 
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④主な火山情報の発表状況 

（1965 年 1 月 1 日の情報発表業務開始以降 2012 年 6 月 30 日まで） 

 

 

 

 

 

※1969 年以前、及び 1976 年以降は、火山情報の発表はない 

 

⑤噴火警報等の発表状況 

（2007 年 12 月 1 日の噴火警報及び噴火予報の発表開始以降 2012 年 12 月 31 日現在まで） 

・噴火警報・予報 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 

※2 噴火警戒レベルの運用開始に伴う発表 

 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし 

 

⑥避難実績及び入山規制等の実績 

いずれもなし  
 

情報の種類 70 71 72 73 74 75

緊急火山情報 － － － － － －

臨時火山情報 3 1 － － － 1 

火山観測情報 － － － － － －

年月日 警報・予報 対象市町村等 内容 

2007（平成 19）年

12 月 1 日 10:20 

噴火予報（平常）※1 

－ 

火山活動は静穏。 

火口内等で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる。火口内等では警戒が必要。 

2009（平成 21）年

10 月 27 日 10：00 

噴火予報※2 

（噴火警戒レベル 1、平常）

秋田県仙北市

岩手県雫石町

火山活動は静穏。 

火口内等で噴気、火山ガスの噴出等が見

られる。火口内等では警戒が必要。 
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①人口 

・岩手県 

雫石町：18,906 人（平成 20 年 3 月 31 日現在、住民基本台帳年報による） 

・秋田県 

仙北市：30,007 人（平成 23 年 10 月 31 日現在、仙北市ホームページより） 

②国立・国定公園・登山者数等 

・十和田八幡平国立公園 

年間観光客数：約 1,650,000 人（平成 22 年度秋田県観光統計による） 

登山者数：不明 

③付近の公共機関 

機関・部署名 所在地 電話番号 

雫石町役場 岩手県岩手郡雫石町千刈田 5-1 019-692-2111 

仙北市役所市民福祉部環境防災課 秋田県仙北市角館町東勝楽丁 19 0187-43-3308 

④主要交通網 

・国道 46 号線、国道 341 号線 

・秋田県道 38 号線、秋田県道 127 号線（冬季閉鎖他あり）、秋田県道 194 号線、岩手県道

266 号線（冬季閉鎖あり） 

・JR 秋田新幹線、JR 田沢湖線 

⑤関連施設 

・秋田駒ヶ岳火山防災ステーション（アルパこまくさ） 

 

 

����������  
機関・部署名 所在地 電話番号 

仙台火山監視・情報センター （仙台管区気象台）宮城県仙台市宮城野区五輪

1-3-15 仙台第３合同庁舎 

022-297-8100 

盛岡地方気象台 岩手県盛岡市山王町 7-60  019-622-7869 

秋田地方気象台 秋田県秋田市山王 7-1-4 秋田第二合同庁舎  018-824-0376 

 

 

  

 

(28.秋田駒ヶ岳) 
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�������������の観測�  
広域 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図 (弘前 , 八戸 , 秋田 , 盛岡 ) 

(気象庁) (国土地理院) (防災科学技術研究所) (東北大学) (東北地方整備局)
地震計 (短周期) GPS V-net(短周期) 地震計 (短周期) 地震計 (短周期)
GPS V-net(広帯域) 傾斜計 遠望カメラ
傾斜計 V-net(傾斜計) ひずみ計
空振計 K-NET 温度計 (自治体)
遠望カメラ GPS 震度計

凡　　　　　　例

 

図 28-17 観測点位置図 (広域). 
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仙北市役所市民福祉部環境防災課 秋田県仙北市角館町東勝楽丁 19 0187-43-3308 

仙北市役所田沢湖庁舎 秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 0187-43-1147 

④主要交通網 

・国道 46 号線、国道 341 号線 
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山頂付近 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図 (田沢湖 , 雫石 ) 

(気象庁) (国土地理院) (東北大学) (東北地方整備局) (自治体)

地震計 (短周期) GPS 地震計 (短周期) 地震計 (短周期) 震度計
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山頂付近 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 
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